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欧州農薬関連事業のさらなる拡大に向けたフランス子会社の統合について 
 
 

住友化学は、このたび、欧州における農薬関連事業の体制強化の一環として、フランスにおける当

社子会社の組織体制を再編することといたしました。当社の子会社で欧州、中近東、アフリカにおけ

る農薬事業統括、農薬および農業用資材の開発、販売を行うSumitomo Chemical Agro Europe S.A.S.
（以下「住友化学アグロヨーロッパ」）が、当社のフランス子会社であるPhilagro Holding S.A.（以

下「フィラグロ」）およびその子会社でフランスにおける農薬の開発、販売を行う Philagro France 
S.A.S.を吸収合併します。統合後の事業開始日は、2026 年 4 月 1 日を予定しています。 

 

欧州は、北米を 凌
し の

ぐ農薬の巨大市場※1 である一方で、近年は環境規制が強化され、今後の農業生

産を支える柱としてバイオラショナル※2への需要が高まっている地域です。その中でもフランス※3は

欧州最大の農薬市場であり、住友化学は、25 年 1 月にフィラグロの全株式を取得し、完全子会社とす

ることで、住友化学アグロヨーロッパとフィラグロの一体運営を進め、同国における農薬関連事業の

拡大を目指してきました。今回の統合は、これをさらに発展させるもので、開発・販売・管理機能を

集約し、組織運営の効率化と柔軟性の向上を図るものです。従来の化学農薬にバイオラショナルを中

心とした環境対応型製品を組み合わせた販売戦略をさらに強化し、フランス市場の新たなニーズに、

より迅速かつ的確に応える体制を構築します。現地の生産者、流通業者、取引先の皆さまに対しては、

これまでと変わらぬサポートとサービスを継続し、より一層の信頼関係の構築に努めるとともに、フ

ランスでの事業拡大を積極的に進めていきます。 
 
住友化学は、今後もフランスをはじめ欧州、中近東、アフリカ地域において住友化学アグロヨーロッ

パを中核とした体制のもと、環境負荷の低い革新的な化学農薬および幅広いバイオラショナル製品の

開発と販売を通じて、リジェネラティブ（再生可能）農業の推進と持続可能な社会の実現に貢献して

まいります。 
 

＜統合後：存続会社概要＞ 

会社名 Sumitomo Chemical Agro Europe S.A.S. 
所在地 10A rue de la Voie Lactée 69370 Saint-Didier-au-Mont-d'Or, France 
社長 Alberto Ancora 
設立年月 1994年6月 

事業内容 
欧州、中近東、アフリカ地域の農薬事業統括、農薬および農業用資材の開発、

販売 
資本金 3,990千ユーロ 
持株比率 住友化学100% 
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＜統合前：子会社の概要＞ 

会社名 Sumitomo Chemical Agro Europe S.A.S. 
所在地 10A rue de la Voie Lactée 69370 Saint-Didier-au-Mont-d'Or, France 
社長 Alberto Ancora 
設立年月 1994年6月 

事業内容 
欧州、中近東、アフリカ地域の農薬事業統括、農薬および農業用資材の開発、

販売 
資本金 3,990千ユーロ 
持株比率 住友化学100% 

 

会社名 Philagro Holding, S.A. 
所在地 10A rue de la Voie Lactée 69370 Saint-Didier-au-Mont-d'Or, France 
会長 鵜沢 正徳 
設立年月 1993年9月 
事業内容 Philagro Franceに対する投融資 
資本金 6,100千ユーロ 
持株比率 住友化学100% 

 

会社名 Philagro France S.A.S. 
所在地 10A rue de la Voie Lactée 69370 Saint-Didier-au-Mont-d'Or, France 
会長 鵜沢 正徳 
設立年月 1993年6月 
事業内容 フランスにおける農薬および農業用資材の開発、販売 
資本金 9,913千ユーロ 
持株比率 Philagro Holding, S.A.100% 

 

 
※1 欧州は中南米、アジアに次ぐ第 3 位。次いで北米、中近東アフリカ（出展：AgbioCrop「The Crop Protection 

Industry Report, November 2025」） 

※2 住友化学グループでは、天然物由来などの微生物農薬、植物生長調整剤、根圏微生物資材、ボタニカル殺虫剤や

それらを用いて①農作物を病害虫から保護する、②農作物の品質や収量を向上させる、③公衆衛生や環境衛生に

貢献できるソリューションをバイオラショナルと定義。 
※3 フランスは世界 7 位で欧州の中で 1 位（出展：AgbioCrop「Market Review 2024」） 
 
＜ご参考＞ 
2025 年 1 月 30 日付ニュースリリース 
欧州農薬事業のさらなる拡大に向け、再編・M&A も視野に農薬販売 2 社を完全子会社化 
https://www.sumitomo-chem.co.jp/news/detail/20250130.html 
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